
(８)輸出入申告等一覧照会業務における
全官署照会の可能化

第10回 第7次NACCS合同作業部会（WG） 資料

2022年3月10日
輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社



1. 案件概要
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区 分 概 要

１．検討項目 輸出入申告等一覧照会業務における全官署照会の可能化

２．変更要望 ・「輸入申告等一覧照会（IDI）」業務、「輸出申告等一覧照会（IES）」業務、及び
「別送品輸出申告一覧照会（IUE）」業務（以降、「輸出入申告等一覧照会業務」）において、
当該利用者コードで申告したデータを全官署分を照会できる様にして欲しい。

・輸出入申告等一覧照会業務において、通関士コードや輸出入者コードで絞り込んだ照会を可能として
欲しい。

３．次期仕様 輸出入申告等一覧照会業務において、以下の変更を行う。
・「税関官署コード」欄に「AL」が入力された場合は、あて先官署単位に全官署のデータを出力する。
・「通関士コード」欄を項目追加し、入力した通関士コードで絞り込んだ照会を可能とする。
・「輸出入者コード」欄を項目追加し、入力した輸出入者コードで絞り込んだ照会を可能とする。
・出力画面（照会結果が出力された画面）から申告官署等を繰り返し入力し展開可能にする。



2. 次期仕様（１）
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変更概要
①「申告官署」欄に「AL」を入力することで入力内容にかかる官署単位毎に全官署分のデータを出力する。
②入力画面に「通関士コード」欄、「輸出者コード」欄(IUE業務を除く)を追加し、入力した通関士コードおよび
輸出入者コードで絞り込んだ照会を可能とする。

次期

「通関士コード」欄を追加し更に絞り込んだ照会が可能

「輸出者コード」欄を追加し更に絞り込んだ照会が可能

申告官署に「AL」を入力する事で、全官署を対象として
照会が可能

画面イメージ
（IES業務入力画面）

※追加位置等は別紙の各業務の入力項目表を参照



2. 次期仕様（２）
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変更概要
③出力画面（照会結果が出力された画面）から申告官署等を繰り返し入力し展開可能にする。
④出力共通部に「通関士コード」、「輸出者コード」(IUE業務を除く)、「申告官署（出力中）」の項目を追加する。

次期

画面イメージ
（IES業務出力画面）

出力項目を活性化し繰り返しの
照会を可能とする

繰返し部に出力中の
申告官署を出力
（非活性：入力不可項目）

入力された申告官署を出力
（「AL」が入力された場合
「AL」を出力）

※追加位置等は別紙の各業務の出力項目表を参照（出力情報コード7桁目末尾の世代が上がる）



3. 申告官署「AL」入力時の出力イメージ(IES業務の場合)
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「申告官署コード」欄に「AL」が入力された場合、システム処理負荷を考慮した上、
申告官署単位毎に出力し、継続照会を行い全官署分を出力する。

・照会対象レコードが、2件（内訳 1A：1件、2A：1件）の場合

輸出申告等一覧照会
IES.SEA

（入力画面）

輸出申告等一覧照会情報
SAE454
照会結果①

官署1A分のみを出力

輸出申告等一覧照会情報
SAE454
照会結果②

官署2A分のみを出力

※1つのあて先官署にかかる照会対象レコードが
200件を超えた場合には、現行仕様の通り照会結果
出力画面で業務を送信することで、201件以降の継
続照会を可能とする。
例）1Ａ：201件、2Ａが1件の場合
1回目：1Ａの200件出力
2回目：1Ａの1件出力
3回目：2Ａの1件出力

繰返し部に出力する情報については、
申告官署（出力中）に係る申告番号のみ
例）1Aのレコードのみ出力し、

2Aは出力しない

対象の申告情報が無い官署は出力しない

継続照会送信送信

次の官署分の照会が必要なので、継続
データがある旨のワーニングを出力

継続データがある旨のワーニングを出力


